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　中国周代の文化を代表するものとして青銅器があ
る。その製作には高度な技術と優れた工芸性が発揮
されている。ここでいう銘文とは，それら青銅器に
鋳込まれた文字（なかには刻字も含む）の意であっ
て，一般に鐘鼎文字とか金文と呼称されている。金
文は，甲骨文（般代後半期から亀甲や獣骨に刻され
た文字）に次いで古い文字とされているが，その製
作時期については種々議論のあるところで，段末の
青銅器と判断されるものが既にかなり多く出土され
ており，安陽（段王朝の19代盤庚が都城を定めた所，
今の河南省安陽県小屯附近）の初期，或いはそれ以
前まで遡り得られる。今日，出土された青銅器から
推察してその製作の時は，西周時代が最盛期とされ
ている。そしてその銘文の内容は，国王あるいは王
室の大臣や武将などから賞賜・策命を受けた諸侯や
臣下が，それを祖廟に告げて祭祀を行うため，また
これを紀念するために製作したとする記事が大部分
である。
　西周時代の製作と想定される現在青銅器は3・4
千器に及んでいるが，専攻学者はその断代の研究に
あたって，これを次の3期に分類するのが通説とさ
れる。
　前期（B．C．1122～B．C．1053，武王から康王まで）
　中期（B．C．1052～B．C．947，昭王から穆王まで）
　後期（B．C．946～B．C．771，共王から幽王まで）
　ところが，各青銅器及びその銘文のなかには，上
記の断代の所属について，学者間に大きな相異のあ
るものがある。その解決には青銅器を多方面から考
察して判断しなければならない。本テーマの銘文研
究もその目的の一つであった。
　先に西周（昭王あるいは属王）期の製作とされる
青銅器の「宗周鐘」と「號叔旅鐘」との銘文研究の
成果を『双剣診吉金文選』訓注（一）と題して，「人
文研紀要」第34冊に発表した。引き続いて本年度は，
「克鐘」と「井仁妥鐘」について，これまでその研
究に活躍された彼我の専家たちの著書に採録された
青銅器とその銘文を諸文献に照合しながら比較検討
を加え，その成果を『双剣諺吉金文選』訓注（二）
と題して，「人文研紀要」第37冊に発表した。
〔附記〕　 「克鐘」は，全部で6器あるが，そのう
ち2器は京都の藤井有隣館と奈良の寧楽美術館に各
1器ずつ所蔵され，「井仁妥鐘」は4器のうち，2器
が京都の泉屋博古館と東京の書道博物館に各1器ず
つ所蔵されている。
